
先週は、記録的な大雨となりました。地区によっては土砂災害警報による避難指示が出されるなど心配な日々をお過ごし
のことだったと思います。大雨による6月30日のお迎えや7月3日の臨時休校の際は緊急の対応となりましたが、ご協力あり
がとうございました。大きな災害等の報告がなく安堵いたしました。梅雨開けが待ち遠しいところです。 
さて早いもので、明日は１学期の終業式を迎えます。子ども達は、１学期の学習や生活にしっかりと取り組みました。５月か

ら感染症による生活制限がゆるやかとなり、まだまだ感染症拡大防止に気を配りながらではありましたが、行事や学習活動
も昨年度より実施できました。教科学習では、学年に応じて、対話活動やタブレット端末を使った学習などで意欲的に学習
に取り組める授業を行ってきました。また、学級活動や係活動、委員会活動、クラブ活動、見学、体験学習などでは、子ども達
の自主性を大切にした活動を行ってきました。これからも子どもたちが生き生きと学ぶ姿をめざし、全職員で取り組んでい
きます。夏休みに入りますが、健康安全に留意し、楽しく充実した日々が送れますよう願っております。 
 

学校教育目標：ふるさとを誇りに思い、やさしく・かしこく・たくましく生きる麓っ子の育成 

      ～みんなにとって、気持ち（居心地）のよい学校にしよう～ 

１学期よくがんばりました 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

麓小学校便り 

    

  

 

 
思いやりがあり、素直な子  
話をよく聞き、考えがもてる子 
体を鍛え、粘り強い子 

令和 ５年 ７月 １９日号 

文責 校長 槙原 さゆり 

地区懇談会への参加ありがとうございました 
  ７月１１日（火）、麓校区１１地区が９つの公民館において地区
懇談会を開催しました。区長様、民生委員様、見守り隊の皆様、保
護者の皆様、学校職員の参加で、地区での子ども達の生活の様
子について情報交換し、保護者・地域・学校が連携しながら健全
育成を図るための協議を行いました。地域での子ども達の生活行
動のよさや課題がわかりましたので、7月12日（水）の地区児童
会において、各地区担当教諭から夏休みや今後の地区での安全
でよりよい行動に生かしていくよう励まし指導をしております。今
後とも、ご家庭や地域での子ども達へのお声掛け等よろしくお願
いいたします。         【地区児童会の様子】 

登校班のふり返り 地区長の進行による「地区での生活等ふり返り」 

通学路点検 ６月３０日（金） 

鳥栖警察署、鳥栖市役所維持管理課、鳥栖市教育委員会、鳥栖
西中学校、麓地区区長、交通安全対策協議会、麓地区交通部、ＰＴ
Ａ役員の皆様方に集まっていただき、通学路点検を実施しました。 
昨年度点検箇所である山浦町交差点は R5 年度予定、乗目交差
点はR6年度予定、蔵上北交差点はR6年度以降予定との報告を
受けました。今年度は、立石町の県道沿い歩道と山浦町道路にお
いての事故防止対策をお願いしています。子ども達の登下校中の
安全性を高めるためのガードパイプの強化や看板、路面標示等の
設置を依頼しました。 
  通学路点検は、鳥栖市教育委 
員会を中心に来年度も実施され 
る計画です。通学路で気になる 
箇所がありましたら、連絡いた 
だきますよう、よろしくお願いします。         

情報モラル講座 ７月１４日（金）6年生 
  スマートフォンや携帯電話を安全に使うためのルールやマ
ナーについて学習しました。 
  毎年、ＮＴＴドコモのインストラクターの方にご協力いただ
きながら実施しています。今年も、インストラクターの方にオン
ラインで子ども達と会話をしながら、映像等を活用して説明
していただきました。 
子ども達は、情報の受け手側としての返信、送り手側とし

ての送信の心得や配慮等について考えることを通して、誤解
を生まない、相手を傷つけない、自分自身の慎重な行動が
必要であることを知りました。「ルールやマナーを守って使う
こと」「相手への思いやりをもって使うこと」の大切さについ
て学び、このことが、自分や自分の周りの人を守ることにも繋
がるということを理解しました。 
  

友達との話し合いの様子 
 
オンラインでの学習の様子 

着衣水泳教室 ７月７日（金）5年生 
  服を着たままで溺れたときのことを想定した着衣水泳教室
が行われました。指導者には、日本赤十字社佐賀県支部の３
名の皆様をお招きし、川や池などに落ちたときの対応の仕方
や服を着た状態での浮き方、溺れている人の助け方などに
ついて、指導していただきました。 
  指導者からは、溺れたときは、体験を活かし自分の命は自
分で守ること、助けが来るまで浮いて待つこと、人を助けると
きは、絶対に水の中に入らないことなどについて、具体的に
説明していただきました。 
  

ペットボトルを使って浮く練習 

 

お菓子の袋やランドセルを使っても浮く
そうです 

 
仰向けで浮く練習 

映像を活用しての点検箇所の協議 

 


